


　ボランティアに興味のある方、活動に参加してみたい方、ぜひ
宇多津町社会福祉協議会にご相談ください。

宇多津町では多くの団体がボランティア活動を行っています。
様々な活動を行っているボランティアさんのひとつを紹介します。

　第一月曜日は宇多津広報や短いお話の朗読を録音し、第三月曜日
は次回の朗読に向けて役割を分担したり、お話を選んだりといった打
ち合わせをしています。録音された音声は目の不自由な方に届けら
れ、活用されています。そのため、ただ音読するだけではなく、聞くだ
けで内容がわかるように分かりづらい言葉の解説を入れたり、補足説
明を入れたりしながら読んでいます。また、日付や電話番号などに間違
いがないように複数人で確認しながら録音しています。
　利用者からは「なかなかこうしたサービスはないのでありがたいで
す。楽しみにしています。」といった声が寄せられています。
　必要な技術も経験も年齢制限もありません！誰かのために何かした
いというボランティア精神さえあれば大丈夫！現在最高齢82歳の方も
活躍しています。
　ボランティアだけではなく、ぜひ朗読を聞きたいという利用者の方
も大募集しています。詳しくは宇多津町社会福祉協議会までご連絡く
ださい。

団体名

朗読の会
活動内容 宇多津広報や短いお話の朗読、録音

ボボ ララ ンン テテ ィィ アア 団団 体体 紹紹 介介

　コロナ禍に行った緊急小口資金等の特例貸付の償還についてお知らせします。
　原則、口座振替による償還をお願いしておりますが、現在決定している額での償還が難しい場合には、
一回あたりの償還額を減らして口座引き落としができる「少額返済」という制度があります。

償還に関わることだけでなく、ご家族のことやお仕事のことでもお困りの際はお気軽にご相談ください。

　毎月の引き落とし額をご自身で設定できる制度です。生活していく上で無理のない額
に設定することで、少額ずつでも継続的に返還していくことができます。
＜注意点＞償還計画の変更ではないため、最終償還期限が過ぎた時点で残債があった

場合は延滞利子が発生します。

少額返済
とは？

コロナ特例貸付をお借入れされた方へのお知らせ

　仕事やお金、病気、将来のこと…さまざまな問題を抱え、生活
のしづらさを感じている方、一人で悩まず、まずは「香川おもいや
りネットワーク事業」にご相談ください。
　ご相談は本人でなくても構いません。
周囲でお困りの方がおられたら、ご家族
やご近所の方等どなたでも、宇多津町社
会福祉協議会や事業
に参加している社会福
祉法人施設、民生委
員・児童委員さんにぜ
ひご相談ください。

香川おもいやりネットワーク

☎0877-49-7255

☎0877-49-9111

☎0877-49-3388

☎0877-41-0873

☎0877-49-0287

老人保健施設
「いきいき荘」
ケアハウス
「マイルドハート２１」
特別養護老人ホーム
「寿楽荘」

障がい福祉サービス事業所
「エコランド鵜足津」

宇多津町社会福祉協議会

宇多津町内の相談窓口

マスコットキャラクター
メェートさん

悩んだら
気軽に相談してね

赤い羽根通信 ～みんなの募金が役立っています～

　それぞれの場所にうーみん・なーみんが応援に駆けつけてくれました。
　今回は初めての試みとして、赤い羽根募金箱コンクールに向けて小学生が制作した募金箱を
使用しての街頭募金も行いました。小学生が心を込めて作った募金箱を使って街頭募金を行うこ
とでより多くの方に「宇多津町内小・中学校応援プロジェクト募金」について知ってもらうきっ
かけになればと思います。今後もできる限りこうした取り組みを行っていきたいです。
　ご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました！

　香川県網膜色素変性協会、宇多津町ボランティア推進委員会、宇多津町民生委員児童委員協議会、
ボランティア「モコモコ」、うたづの町家とおひなさん実行委員会、宇多津町PTA連絡協議会の皆様に
お越しいただき、福祉体験学習会を行いました。

　福祉体験学習を通して児童からは、目が見えない状態で歩いたり車いすに乗ったりすることで、怖
さや不安を実感し、これからは困った人がいたら助けたいとの声がありました。
　ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

　アイマスクをつけて障害物のある道を歩いた
り、階段の上り下りをしたりしました。
　また特殊なメガネをつけて視野狭窄や中心暗
点など様々な視覚障がいの疑似体験をしました。

スーパーセンター宇多津店、新鮮市場きむら宇多津店にて
2月7日（土）街頭募金を行いました。

令和７年12月12日金
宇多津小学校４年生

福祉体験
学習会

令和８年1月22日木
宇多津北小学校５年生

視覚障がい疑似体験

　車いすの広げ方、乗り方、段差の走行の仕方
を体験しました。
　声かけをしたり、優しく動かしたり、介助の
大切さを学びました。

車いす体験
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日 月 火 水 木 金 土

この広報誌は、香典返し寄付金によって作られています。

暮暮 らら しし 相相 談談のの 合合総総 相談事業の問い合わせ

相談名
一般相談

身体障がい者相談
ボランティア相談
電話・来所相談
多重債務相談
法律相談

日　　時
毎週火曜日（９時～１２時）

３月13日（金）（13時半～15時）
随時
随時

第1・第3火曜日（13時～１6時）
３月６日（金）（9時～12時）

内　　容 １月の実績
民生委員による地域における問題等を相談（要予約）
宇多津町身体障害者協会相談員による相談（要予約）
職員によるボランティアに関する各種相談
職員による各種相談
香川県弁護士会館で行なっています。（要予約　０８７－８２２－３６９３）
弁護士による法律相談（要予約）　※日程を変更する場合があります。

０件
０件
１件
３件

☎４９-０２８７
シャキョ　 ー　ニ　ハ  ナソ

総合相談（あみのうら交流センター）

各種講座・講演会・イベント等

配食サービス配達ボランティア
（あみのうら交流センター集合）

各種ボランティア団体定例会等

ボランティア銀行各種行事

各種講座・イベント等（保健センター他） 朗読テープの作成
宇多津朗読の会・
あみのうら交流センター

寄付コーナー寄付コーナー ■皆さまから頂いたご寄付は地域福祉推進のため
　大切に使わせて頂きます。

３/  1㊐

３/  1㊐

３/15㊐

JR宇多津駅前清掃

うたづの町家とおひなさん

JR宇多津駅前清掃

JR宇多津駅周辺の清掃

案内・お手伝い

JR宇多津駅周辺の清掃

JR宇多津駅前

あみのうら交流センター  ステージ横

JR宇多津駅前

100

100/H

100

８：00

９：00

８：00

勇心酒造（株）ボランティア銀行勇心酒造（株）ボランティア銀行 3月の定期預金（イベント）予定表

3月号！！  ボランティアカレンダー

３月

◎杖：匿名
■ 一般寄付品

■ 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）■ 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
★福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）はどんなサービス？
●福祉サービスの利用援助…福祉サービスについての情報提供や利用手続きのお手伝い。利用して
いる福祉サービスの苦情を解決するための手伝い。
●日常的金銭管理サービス…公共料金の支払いや年金受給の確認、預金からの生活費の払戻しな
ど、日常的なお金の管理のお手伝い。
●書類等の預かり…定期預金通帳や年金証書など、無くしては困る書類の預かり。

★利用するには？
●宇多津町社会福祉協議会にご相談ください。ご本人やご家族以外の方からの相談（無料）でも結構です。
　【利用の流れ】①初回相談→②訪問→③契約→④支援開始

★利用できる方は？
●高齢者や障がいにより、日常生活上の判断に不安を感じている方が対象です。本人の利用意思
が確認でき、契約できる人が対象です。

★利用するのに料金はかかるの？
●月１回（１時間程度）1,500円です。生活保護を受けている方は、補助されるので無料です。

ボランティア活動保険のご案内

【申し込み・問い合わせ】
宇多津町社会福祉協議会　☎ 49-0287

補償プラン保険金の種類 基本プラン

ケガの補償

賠償の補償 賠償責任保険金（対人･対物共通）

年間保険料 350円 500円

死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金日額

通院保険金日額

１,０４０万円
１,０４０万円（限度額）

６,５００円
６５,０００円
３２,５００円
４,０００円

5億円（限度額）

地震･噴火･津波による死傷 × ○

手術保険金
入院中の手術
外来の手術

天災･地震補償プラン

＜特徴＞ ●往復途上の事故も補償
●熱中症、食中毒も補償

　「ボランティア活動保険」は、日本国内のボラン
ティア活動中におこる様々な事故に対する備えと
して、無償で活動するボランティアの方々を補償
する保険です。

日　時 3月11日 水
場　所 あみのうら交流センター２階   多目的室

参加費 無料 申込締切 3月4日 水
講　師 香川大学医学部衛生学助教・NPO法人親の育ちサポートかがわ理事長　鈴木　裕美氏

定　員 20名（先着順・要申し込み）

10：00～12：00

坂出・うたづ合同ファミサポ
スキルアップ講座

坂出・うたづ合同ファミサポ
スキルアップ講座 「子どもの心に寄り添うおとなの極意」「子どもの心に寄り添うおとなの極意」

　幼児期から思春期にかけて、子どもの心は大きく成長していきます。
　成長とともに、自分の気持ちや家族・友人との関係、勉強などさまざまな悩みや葛藤に出会います。
　そんなとき保護者やサポーターの存在は大きな支えになりますが、おとなも「どう声をかければよいか」戸惑うことがあります。
　本講座では、子どもの気持ちに寄り添う関わり方のヒントをお伝えします。あわせて、YouTube・SNS・ゲームなど、子どもの
“心の居場所”としてのデジタルとの向き合い方も考えます。

JR駅前清掃
8：00～

朗読の会
13：30～15：30

朗読の会
13：30～15：30

手話サークル
「にこにこ」
１９：００～２０：３０
保健センター2階

ボランティア「モコモコ」
リフレッシュ講座
（陶芸）１３：００～
サポートセンター

いきいきクラブ
理事会
10：００～

ボランティア連絡
協議会定例会
10：00～

傾聴ボランティア
「コミコミ」
定例会
古街
14：00～

いきいきクラブ
役員会
9：００～

身障障害者
協会定例会
１３：３０～

一般相談
９：００～１２：００

一般相談
９：００～１２：００

一般相談
９：００～１２：００

身体障がい者
相談
１３：３０～

配食サービス配達
１０：００～

配食サービス配達
１０：００～

休けい所陽だまり
１０：００～１２：００
倉の前

手話サークル
「にこにこ」
１９：００～２０：３０
保健センター2階

一般相談
９：００～１２：００

一般相談
９：００～１２：００

配食サービス配達
１０：００～

配食サービス配達
１０：００～

絵手紙「苺一絵」
１０：００～

JR駅前清掃
8：00～

法律相談
９：００～12：0０

うたづの町家と
おひなさん
9：00～

みんなのサロン

10：00～11：00

みんなのサロン

10：00～11：00

ファミサポスキルアップ
講座10：00～12：00

ファミサポともとも
合同交流会

リトミックコンサート
「わくわく音楽ランド」
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発行：令和８年３月１日
社会福祉法人 宇多津町社会福祉協議会

☎：0877-49-0287

社協通信 224
VOL.

ボランティアに関する
お問い合わせは社協まで

☎４９-０２８７
シャキョ　  ー　ニ　ハ  ナソ


